
科目群 科目区分等 科  目  名 担当教員名 対象学年次 学期 

専門科目 
2 単位 

保育の対象の

理解 

 
家庭支援論 

 
黒崎 資子 2 年次 秋 

 
授業のキーワード 家庭の機能・子育て支援・専門性 
授業の概要・目的 
及び修得させる知

識・技能 

現代の多様な家庭の現状を理解し、家庭支援の意義や役割について考える。また、保

育者として問題意識を持ち、保育場面で必要とする基礎知識や視点・姿勢を獲得する

ことを目的とする。 

履修のアドバイス・ 
前提科目等 

事例検討やグループワークを交えながら体験的な理解を深めます。活発で意欲的な参

加やディスカッションが望まれます。 
また、学生の理解度に応じて講義を進めるので、内容が変更となる可能性もあります。

 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 
第 
１ 
講 

家庭支援の意

義と役割① 
家庭の定義と概念 第

９

講

アセスメン

ト 
保育所支援におけるアセスメン

ト 

第 
２ 
講 

家庭支援の意

義と役割② 
家庭の変化、現代の家庭 第

10
講

家庭支援の

視点① 
保育所での関わりから考える 

第 
３ 
講 

家庭支援の意

義と役割③ 
家庭関係図（ジェノグラム）・家

庭の理解 
第

11
講

家庭支援の

視点② 
地域での関わりから考える 

第 
４ 
講 

ライフサイク

ル 
家族のライフサイクル・個人の

ライフサイクル 
第

12
講

多様な支援

① 
障害・非行・不登校・いじめ 

第 
５ 
講 

家庭を取り巻

く社会状況① 
子育て支援施策 第

13
講

多様な支援

② 
子どもの虐待・ドメスティック

バイオレンス 

第 
６ 
講 

家庭を取り巻

く社会状況② 
男女共同参画社会とワークライ

フバランス 
第

14
講

多様な支援

③ 
ひとり親・ステップファミリー

第 
７ 
講 

支援者に求め

られる専門性

① 

相談援助の基礎・資質向上のた

めのワーク１ 
第

15
講

定期試験  

第 
８ 
講 

支援者に求め

られる専門性

② 

相談援助の基礎・資質向上のた

めのワーク２ 評 価 方 法 
出席・授業関与度（20％）、リポ

ート（20％）、定期試験（60％）

によって評価 
備 考 

（関連する資格・試験等） 

 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
『実践 家庭支援論』 松本園子・永田陽子・福川

須美・堀口美智子 みなみ書房 
 

 


